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し
ま
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た

　
講
師
の
李
仁
鉄
氏
。
同
氏
は

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
い
が
た
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
事

務
局
長
を
務
め
ら
れ
、
東
日
本

大
震
災
を
は
じ
め
、
全
国
各
地

の
地
震
や
水
害
な
ど
の
被
災
地

に
お
い
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
や
運
営
支

援
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
13
日
、
美
郷
町
保
健
セ

ン
タ
ー
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
実
践
研
修
会
が
行
わ
れ
、
民

生
児
童
委
員
や
社
協
サ
ポ
ー

タ
ー
な
ど
65
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
秋
田
県
社
協
と

共
催
の
研
修
会
で
、
災
害
時
に

求
め
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
あ
り
方
や
地
域
住
民
の
役
割

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

で
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
地

域
で
の
支
援
活
動
を
支
え
る
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
は
、
被
災
地
の
社

協
を
中
心
と
し
た
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

全
国
各
地
か
ら
後
方
支
援
と
し

て
社
協
職
員
や
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
復
興
の
大

き
な
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

美
郷
町
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
な
大
き

な
災
害
は
今
ま
で
起
こ
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
支
援
活
動
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
お
く
こ
と
は
非

常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

り
じ
ん
て
つ



福 祉 だ よ り第34号 （2）

　保健・医療・福祉の関係機関やNPO・ボランティ
ア連絡協議会・他の民間事業者等の参加により分野
を超えて連携、「総合調整会議・
ネットワーク会議」を設置し、
課題解決の共有化を図ると
ともに公民協働で問題を
解決する体制づくりを進
めます。

『
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
支
援
事
業
』の
取
り
組
み

　美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

地
域
福
祉
活
動
計
画
に
よ
る
「
み
ん

な
で
築
く
や
さ
し
い
未
来
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
、
住
民
主

体
・
住
民
参
画
に
よ
る
地
域
福
祉
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
、私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
で
は
、

高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
展
や
雇
用

情
勢
の
悪
化
等
に
よ
り
人
と
人
と
の

■見守り支援体制の取り組み
　近隣住民や町内会等の見守りの他に、各種配達員（新
聞・郵便・ヤクルト・牛乳・ガス・灯油・宅急便等）
の協力は「異変に気づく」大きな力となることから、
関係者との連携を図り地域の安心見守りネットワーク
を強化します。

緊急支援認知症SOSおたすけネットワーク
　認知症徘徊による発見協力ネットワーク（宅配業者・
タクシー会社等）を構築し、徘徊された方の発見・保
護により認知症の方が安心して暮らせる地域づくりを
進めます。

＜町の宅配業者・商店等＞
・新聞屋さん・郵便屋さん・ガス屋さん
・灯油屋さん・牛乳屋さん・ヤクルト屋さん
・食材屋さん・配送屋さん　
・タクシー会社・スーパー・コンビニ
・介護施設・障害者施設・おたすけマン

見守り体制構築チーム

人材育成

近隣住民 民生委員

地域見守りボランティア
・自主防災組織見守りチーム・ふれあい安心電
話協力員・老人クラブ・福祉委員・ふれあいサ
ロン・認知症サポーター・配食ボランティアなど

つ
な
が
り
が
希
薄
と
な
り
、
支
援
を

必
要
と
す
る
方
々
や
地
域
に
お
い
て

孤
立
す
る
世
帯
が
増
え
る
な
ど
、
福

祉
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

　こ
の
事
業
は
、
そ
の
よ
う
な
支
援

を
必
要
と
す
る
方
々
が
、
地
域
に
お

い
て
「
絆
」
や
つ
な
が
り
を
持
ち
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
４
つ
の

取
り
組
み
を
柱
と
し
て
一
体
的
に
実

施
、
地
域
の
支
援
を
行
い
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
興
支
援
を
図
る
も

の
で
す
。

（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
支
援
事

業
は
秋
田
県
か
ら
の
補
助
金
を
受
け

て
実
施
す
る
も
の
で
す
）

①見守り等の支援体制の構築①見守り等の支援体制の構築

美郷町社会福祉協議会
【実施主体】

美郷町役場 ＮＰＯ・
互助組織等

自治組織

総合調整会議
県・町関係行政機関等

要支援者の個々の状況を踏まえた継続的な支援を実施

ネットワーク会議
行政・施設等専門職

＜災害支援協力ボランティア＞
・美郷町ボランティア連絡協議会
・個人ボランティア　・建設業・板金業・技能業
・介護施設・障害者施設
・商工会・商店・スーパー・コンビニ　など

③災害時のボランティア支援体制の構築③災害時のボランティア支援体制の構築【
一
体
的
実
施
】

登
録・要
請・派
遣

被災地や避難所

総合相談

災害支援

　・ボランティアセンターの基盤整備

　・災害ボランティア人材育成
　・防災教育

②ニーズ把握・総合相談および
交流場所などのサービス提供
②ニーズ把握・総合相談および
交流場所などのサービス提供

・ふれあい相談所
・まちかど相談所

ニーズ調査
・要援護者調査等

生活支援等サービス
・おたすけマン
・一斉除排雪　など

・居場所、生きがいづくり
・まめだ屋の運営

住民交流の場の提供

④関係者間の総合調整④関係者間の総合調整 ■関係者間の総合調整の取り組み

登
録

情
報
発
信・調
整

■災害時支援体制の取り組み
　炊き出しや避難所等の実践体験を通して地域の連
携・絆について再確認、住民同士の顔が見える関係
作りや地域ぐるみの見守り支援災害支援の支えあい
活動を強化します。

災害ボランティアセンター
　ボランティアセンターや総合相談所等住民サービ
スの拠点である「みさと福祉センター」が緊急災害
時においても、地域の支えになれる施設としてその
機能が失われないように自家発電等の基盤整備を行
うとともに、災害ボランティアの育成や関係機関と
連携して災害時の支援体制づくりを進めます。

■ニーズ把握・交流場所などの取り組み
　ふれあい相談や実態調査等により、支援を必要とす
る方々のニーズの把握に努め、地域住民とともに生活
支援のしくみづくりに取り組むとともに、ふれあいの居
場所住民交流の拠点の機能整備を図ります。
清水の里ふれあいイキイキサロン「まめだ屋

　空き店舗活用による「まめだ屋」において、いつでも
誰でもが気軽に立ち寄ることができる交流スペースや
地域住民のふれあいの居場所として機能整備を行い、
生きがい健康づくりを推進し、絆を深めた地域住民に
よる活気あるまちづくりを目指します。

認知症SOSおたすけネットワーク

〈コミュニティ
ソーシャルワーカー〉
（調整役）

4つの取り組み
①見守り等の支援体制の構築
　
②ニーズ把握・総合相談および
　交流場所などのサービス提供
　
③災害時のボランティア
　支援体制の構築
　
④関係者間の総合調整

①見守り等の支援体制の構築
　
②ニーズ把握・総合相談および
　交流場所などのサービス提供
　
③災害時のボランティア
　支援体制の構築
　
④関係者間の総合調整

　援護を必要とする人々が住みなれた地域で孤立す
ることなく安心して暮らすことができるよう、要援
護者の早期発見から支援につながるセーフティネッ
トの体制づくりを進めます。

セーフティネット・総合調整会議

災害ボランティアセンター



福 祉 だ よ り（3） 第34号

　保健・医療・福祉の関係機関やNPO・ボランティ
ア連絡協議会・他の民間事業者等の参加により分野
を超えて連携、「総合調整会議・
ネットワーク会議」を設置し、
課題解決の共有化を図ると
ともに公民協働で問題を
解決する体制づくりを進
めます。

『
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
支
援
事
業
』の
取
り
組
み

　美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

地
域
福
祉
活
動
計
画
に
よ
る
「
み
ん

な
で
築
く
や
さ
し
い
未
来
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
、
住
民
主

体
・
住
民
参
画
に
よ
る
地
域
福
祉
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
、私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
で
は
、

高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
展
や
雇
用

情
勢
の
悪
化
等
に
よ
り
人
と
人
と
の

■見守り支援体制の取り組み
　近隣住民や町内会等の見守りの他に、各種配達員（新
聞・郵便・ヤクルト・牛乳・ガス・灯油・宅急便等）
の協力は「異変に気づく」大きな力となることから、
関係者との連携を図り地域の安心見守りネットワーク
を強化します。

緊急支援認知症SOSおたすけネットワーク
　認知症徘徊による発見協力ネットワーク（宅配業者・
タクシー会社等）を構築し、徘徊された方の発見・保
護により認知症の方が安心して暮らせる地域づくりを
進めます。

＜町の宅配業者・商店等＞
・新聞屋さん・郵便屋さん・ガス屋さん
・灯油屋さん・牛乳屋さん・ヤクルト屋さん
・食材屋さん・配送屋さん　
・タクシー会社・スーパー・コンビニ
・介護施設・障害者施設・おたすけマン

見守り体制構築チーム

人材育成

近隣住民 民生委員

地域見守りボランティア
・自主防災組織見守りチーム・ふれあい安心電
話協力員・老人クラブ・福祉委員・ふれあいサ
ロン・認知症サポーター・配食ボランティアなど

つ
な
が
り
が
希
薄
と
な
り
、
支
援
を

必
要
と
す
る
方
々
や
地
域
に
お
い
て

孤
立
す
る
世
帯
が
増
え
る
な
ど
、
福

祉
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

　こ
の
事
業
は
、
そ
の
よ
う
な
支
援

を
必
要
と
す
る
方
々
が
、
地
域
に
お

い
て
「
絆
」
や
つ
な
が
り
を
持
ち
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
４
つ
の

取
り
組
み
を
柱
と
し
て
一
体
的
に
実

施
、
地
域
の
支
援
を
行
い
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
興
支
援
を
図
る
も

の
で
す
。

（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
支
援
事

業
は
秋
田
県
か
ら
の
補
助
金
を
受
け

て
実
施
す
る
も
の
で
す
）

①見守り等の支援体制の構築①見守り等の支援体制の構築

美郷町社会福祉協議会
【実施主体】

美郷町役場 ＮＰＯ・
互助組織等

自治組織

総合調整会議
県・町関係行政機関等

要支援者の個々の状況を踏まえた継続的な支援を実施

ネットワーク会議
行政・施設等専門職

＜災害支援協力ボランティア＞
・美郷町ボランティア連絡協議会
・個人ボランティア　・建設業・板金業・技能業
・介護施設・障害者施設
・商工会・商店・スーパー・コンビニ　など

③災害時のボランティア支援体制の構築③災害時のボランティア支援体制の構築【
一
体
的
実
施
】

登
録・要
請・派
遣

被災地や避難所

総合相談

災害支援

　・ボランティアセンターの基盤整備

　・災害ボランティア人材育成
　・防災教育

②ニーズ把握・総合相談および
交流場所などのサービス提供
②ニーズ把握・総合相談および
交流場所などのサービス提供

・ふれあい相談所
・まちかど相談所

ニーズ調査
・要援護者調査等

生活支援等サービス
・おたすけマン
・一斉除排雪　など

・居場所、生きがいづくり
・まめだ屋の運営

住民交流の場の提供

④関係者間の総合調整④関係者間の総合調整 ■関係者間の総合調整の取り組み

登
録

情
報
発
信・調
整

■災害時支援体制の取り組み
　炊き出しや避難所等の実践体験を通して地域の連
携・絆について再確認、住民同士の顔が見える関係
作りや地域ぐるみの見守り支援災害支援の支えあい
活動を強化します。

災害ボランティアセンター
　ボランティアセンターや総合相談所等住民サービ
スの拠点である「みさと福祉センター」が緊急災害
時においても、地域の支えになれる施設としてその
機能が失われないように自家発電等の基盤整備を行
うとともに、災害ボランティアの育成や関係機関と
連携して災害時の支援体制づくりを進めます。

■ニーズ把握・交流場所などの取り組み
　ふれあい相談や実態調査等により、支援を必要とす
る方々のニーズの把握に努め、地域住民とともに生活
支援のしくみづくりに取り組むとともに、ふれあいの居
場所住民交流の拠点の機能整備を図ります。
清水の里ふれあいイキイキサロン「まめだ屋

　空き店舗活用による「まめだ屋」において、いつでも
誰でもが気軽に立ち寄ることができる交流スペースや
地域住民のふれあいの居場所として機能整備を行い、
生きがい健康づくりを推進し、絆を深めた地域住民に
よる活気あるまちづくりを目指します。

認知症SOSおたすけネットワーク

〈コミュニティ
ソーシャルワーカー〉
（調整役）

4つの取り組み
①見守り等の支援体制の構築
　
②ニーズ把握・総合相談および
　交流場所などのサービス提供
　
③災害時のボランティア
　支援体制の構築
　
④関係者間の総合調整

①見守り等の支援体制の構築
　
②ニーズ把握・総合相談および
　交流場所などのサービス提供
　
③災害時のボランティア
　支援体制の構築
　
④関係者間の総合調整

　援護を必要とする人々が住みなれた地域で孤立す
ることなく安心して暮らすことができるよう、要援
護者の早期発見から支援につながるセーフティネッ
トの体制づくりを進めます。

セーフティネット・総合調整会議

災害ボランティアセンター



福 祉 だ よ り第34号 （4）

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
利
用
者
募
集
！

　

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所

事
業
と
し
て
、
み
さ
と
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
千
畑
地
区
）・
中
央
ふ

れ
あ
い
館
（
六
郷
地
区
）・
湯
と

ぴ
あ
（
仙
南
地
区
）
の
３
箇
所

に
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
称 
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。
利
用
者
は
３
箇
所
合
わ

せ
て
１
１
９
名
（
７
月
末
現
在
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」は
、

他
の
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
介

護
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な

り
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で

き
る
方
が
対
象
で
す
。

　

週
１
回
の
息
抜
き
や
気
分
転

換
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

・利用対象者：65歳以上で、ある程度自分のことができる方
・利 用 時 間：午前 10時～午後３時
・利　用　日：週１回（自宅まで送迎します）
・一日の料金：800円（昼食代含む）
○特別行事（日帰り温泉旅行等）のときは別に料金をいただくことがあります。

お問い合わせは	 千畑いきいきクラブ（みさと福祉センター内）℡８５－２２９４
	 六郷いきいきクラブ（中央ふれあい館内）℡８４－０３７８
	 仙南いきいきクラブ（湯 と ぴ あ 内 ）℡８３－２３０５　まで

【
一
日
の
流
れ
】

昼 食 健康チェック・入浴 迎え（９時～）

お年寄り向けにカロリーや
栄養バランスを考えた食事
で心と体を元気にします。

レクリエーション

室内で楽しくゲームをしたり、いろいろな物を作ったり
外へ出かけたりします。（左写真は体操、右写真は花見）

送り（15時～）

自宅までお送りします。楽しい一日は終
わり、また来週お会いしましょう！

自宅まで迎えに行きます。
迎えの日時は前もってご連
絡します。

体温、血圧、脈拍、体重などの健康
チェックをしてから入浴します。
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福
祉
委
員
紹
介

　

今
年
度
は
次
の
方
々
に
福
祉
委

員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略

【
千
畑
地
区
】

 

千
屋
北
部 

髙
橋　

義
晴

 

千
屋
中
部 

照
井　

正
樹

 

下
内
村 

藤
井　

富
夫

 

谷
地
中 

髙
橋　

裕
規

 

荒
町 

今
川　

和
子

 
小
荒
川 

佐
藤　

キ
ヤ
子

 
八
幡
殿 

加
藤　
　

修

 
三
井
寺 

長
峰　

峰
子

 

長
面 

伝
野　

幸
夫

 

若
林 

白
山　
　

悟

 

北
小
屋 

石
田　

育
子

 

飛
沢 
熊
谷　

幸
子

 

厨
川 
照
井　

政
春

 

県
道
筋 
高
橋　

静
江

 

馬
場 

藤
嶋　
　

久
 

仲
ノ
町･

後
町 

杉
澤　

光
男

 

本
堂
中
部 

杉
澤　
　

登

 

城
回 

西
鳥
羽　

和
幸

 

百
目
木 

戸
澤　

茂
樹

 

荒
井 

高
階　

末
五
郎

 

馬
場
添 

嶋
津　

美
和
子

 

上
村 

山
代　
　

光

 

下
村 

髙
橋　

正
尚

 

北
村 

高
橋　

利
道

 

前
村 

高
階　

祥
子

 

後
村 

高
橋　
　

馨

 

柳
原 

福
田　

清
吉

 

大
坂
東 

新
田　

和
夫

 

大
坂
西 

室
谷　

好
喜

 

善
知
鳥 

煙
山　

一
男

 

一
丈
木 

高
橋　

冬
樹

 

第
一
暁 

髙
橋　

久
子

 

第
二
暁 

齊
藤　

正
子

 

上
畑
屋 

斉
藤　

雷
子

 

下
畑
屋 

高
橋　

龍
一

 

羽
貫
谷
地 

進
藤　

朝
子

 

塚 

高
橋　

英
康

 

安
城
寺
上 

嶋
田　

賢
策

 

安
城
寺
下 

奥
山　

一
夫

 

中
野 

高
橋　

洋
生

 

湯
竹 

髙
橋　

亮
子

 

大
畑 

高
橋　

有
蔵

 

大
柳 

高
橋　

カ
ネ
子

 

善
元
寺 

畑
山　

孝
子

 

外
川
原 

髙
橋　

正
治

【
六
郷
地
区
】

 

大
町 

小
松
田　

広

 

上
町 

塩
寺　

吉
則

 

荒
町 

佐
々
木　

正

 

古
町 

伊
藤　
　

章

 

新
町 

小
林　

正
敏

 

赤
城 

煤
賀　

冨
夫

 

米
町 

小
西　

修
悦

 

馬
町 

湯
川　

雅
雄

 
西
高
方
町 

伊
沢　

敬
二

 
西
高
方
町 

大
沢　
　

隆

 
琴
平 

坂
本　

千
恵

 

東
高
方
町 

小
川　

大
道

 

旭
町 

斉
藤　

サ
ダ
子

 

本
道
町 
畠
山　

正
衛

 

宝
門
町 
斉
藤　

章
次
郎

 

小
安
門
団
地 
松
浦　

修
三

 

上
鑓
田 

小
松　

隆
誠

 

中
鑓
田 

橘　
　

正
司

 

下
鑓
田 

佐
藤　

良
孝

 

本
館 

佐
々
木　

由
己

 

大
荒
田 

佐
藤　
　

勉

 

浮
池 

高
橋　

時
實

 

遠
槻 

中
野　

正
万

 

野
中 

岩
屋　

朝
徳

 

細
田 

藤
井　
　

栄

 

筑
後
屋
敷 

髙
橋　

孝
明

 

雀
柳 

田
口　

勝
久

 

北
雀
柳 

谷
屋　

雅
人

 

押
切
紀
の
国 

髙
橋　

修
一

 

関
田 

髙
橋　

秀
二

 

中
村(

妻
の
神) 

藤
岡　

敏
典

 

田
の
尻 

藤
井　

志
津
子

 

一
ツ
屋 

髙
橋　

秀
勝

 

四
天
地 

小
松　

義
勝

 

荒
川 

藤
井　
　

翔

 

七
滝 

髙
橋　

光
雄

 

四
ツ
屋 

木
村　

敏
美

 

明
田
地 

高
橋　
　

猛

 

作
山 

澤
村　

大
輔

【
仙
南
地
区
】

 

後
三
年 

小
林　

ミ
ツ
子

 

元
村 

照
井　

清
子

 

四
ツ
谷 

深
沢　

ト
シ
子

 

新
田 

小
林　

幸
子

 

本
田 

鎌
田　

テ
イ

 

下
夕
堰 

加
賀
谷　

聡

 

菅
谷
地 

木
村　

恵
子

 

熊
堂 

千
葉　

久
子

 

八
卦 

柳
原　

妙
子

 

石
柳 

谷
口　

敬
子

 

笹
巻 

継
田　

保
子

 

大
久
保 

渡
辺　

文
子

 

万
願
寺 

小
林　

寿
子

 

釜
蓋 

佐
藤　

真
由
美

 

今
泉 

佐
藤　

正
美

 

百
目
木 

泉
谷　

久
美
子

 

下
千
間
谷
地 

渋
谷　

光
子

 
上
千
間
谷
地 

照
井　

和
子

 
小
町
田 

髙
橋　

美
由
紀

 

町
田 

高
橋　

由
美
子

 

上
菻
沢 

澁
谷　

久
一

 

下
菻
沢 

佐
藤　

登
美
子

 

山
本 

小
原　

昭
市

 

谷
地
川
・
川
原 

藤
田　

昭
子

 

中
島
・
藤
原 

藤
本　

リ
ュ
ウ
子

 

橋
本 

佐
藤　

ノ
ブ
子

 

鶴
水 

高
橋　

愛
子

 

御
前 

佐
藤　

タ
キ
子

 

上
中
野
町 

佐
々
木　

勝
子

 

下
中
野
町 

森
川　

チ
ヤ

 

佐
野 

久
米　

良
子

 

天
神
堂 

川
村　

愛
子

 

扇
田 

井
関　

君
佳

 

南
町 

佐
藤　

夕
子

 

上
深
井 

佐
藤　

由
紀
子

 

駅
前 

佐
藤　

俊
博

 

都
野 

佐
藤　

義
寿

 

川
原
保 

久
米　

節
子

 

中
関 

渋
谷　

耕
蔵

 

金
沢
谷
地
中 

伊
藤　

伊
津
子

 

森
先 

井
上　

ひ
ろ
み

 

上
前
郷 

木
村　

テ
ル
子

 

中
前
郷 

後
藤　

祥
子

 

下
前
郷 

北
嶋　

綾
子

 

米
ノ
口 

後
藤　

み
ど
り

 

茨
島 

川
越　

誠
一

 

石
神 

菊
田　

幸
子

 

野
際 

仁
坂　

祐
子

 

明
田
地 

石
田　

エ
チ
子

 

上
野
荒
町 

高
橋　

七
太
郎

 

下
野
荒
町 

小
田
嶋　

幹
弘

 

籠
林 

高
橋　
　

薫

 

寺
田 

福
田　

ミ
ヤ

 

新
道 

石
田　

和
子

 

長
岡
森 

佐
々
木　

義
己

福
祉
委
員
の
役
割

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
事
業

の
円
滑
な
運
営
と
住
民
に

よ
る
福
祉
活
動
の
推
進
を

図
る
た
め
、
社
会
福
祉
協
議

会
長
が
委
嘱
し
、
次
の
役
割

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

１
．
社
会
福
祉
協
議
会
の
行
う

事
業
推
進
の
た
め
に
協
力

（
福
祉
大
会
、
座
談
会
な
ど
）

を
す
る
と
と
も
に
連
絡
事

項
を
地
域
住
民
へ
知
ら
せ

る
。（
広
報
や
チ
ラ
シ
の
配

布
）

２
．
会
員
の
増
強
に
努
め
る
。

（
会
員
会
費
の
徴
収
）

３
．
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
た

め
の
中
核
的
な
役
割
を
担

う
。（
地
域
社
協
活
動
の
推

進
な
ど
）

４
．
地
域
内
の
要
援
護
者
を
把

握
し
、
民
生
委
員
や
関
係
機

関
等
と
連
絡
を
と
り
な
が

ら
そ
の
支
援
に
努
め
る
。

５
．
共
同
募
金
運
動
の
推
進
。

（
赤
い
羽
根
募
金
、
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
）

※
社
協
で
は
２
年
の
任
期
で

お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
地

区
に
よ
っ
て
は
１
年
で
交

代
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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日乃出
株式会社　高久 大仙市大曲日の出町二丁目44-2

TEL：0187-88-8591
ディサービスハッピーライフ
ハッピーライフ訪問介護事業所

随時受付しております。
よつば介護相談センターまで

有料
老人ホーム

平成24年
10月
開所予定

H24.7.14 健康ウォーキング史跡めぐり（琴平神社境内にて）

美
郷
老
連
だ
よ
り
⑧

　
「
美
郷
老
連
だ
よ
り
」
の
シ
リ
ー
ズ

が
８
回
目
に
な
る
よ
う
で
す
の
で
、
今

回
は
六
郷
支
部
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
通
称
六
老
連
と
言
っ
て
お

り
ま
す
が
、
歴
史
は
古
く
昭
和
34
年

（
初
代
会
長
亀
谷
佐
武
郎
氏
）
に
設
立

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
会
員
数
は

約
１
２
７
０
人
、
25
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら

な
っ
て
お
り
ま
す
。
先
輩
た
ち
の
話
に

よ
れ
ば
、
60
歳
に
な
る
と
老
人
ク
ラ
ブ

に
入
会
す
る
の
が
常
識
で
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
長
寿
国
日
本
で
は
、
60

歳
は
ま
だ
ま
だ
現
役
の
時
代
で
す
。
高

齢
者
が
増
え
て
も
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数

が
減
少
し
て
い
る
の
は
皮
肉
な
現
象
で

す
。

　

次
に
主
な
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま

す
。
一
つ
目
は
「
若
水
大
学
」
と
称
す

る
学
習
講
座
で
す
。年
間
隔
月
の
５
回
、

最
後
の
回
は
修
了
式
を
や
り
、
精
勤
賞

な
ど
の
表
彰
が
あ
り
ま
す
。（
昨
年
度

の
精
勤
者
は
19
名
）
内
容
は
、
健
康
、

安
全
、教
養
な
ど
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

伝
統
の
あ
る
行
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
秋
に
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
す
。
25
の
単
位
ク
ラ
ブ
対
抗

の
運
動
会
で
す
。
高
齢
者
向
け
の
種
目

で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
名
誉
に
か

け
て
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
芸
能
発
表
会
で
す
。
歌
や

踊
り
、
寸
劇
な
ど
、
な
か
な
か
素
人
と

は
思
わ
れ
な
い
出
演
者
も
お
り
、
会
場

の
中
央
ふ
れ
あ
い
館
は
来
場
者
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

他
に
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
、
趣
味
活
動
な

ど
の
様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

六
郷
支
部
会
長　

藤
原　

孝
史

六
郷
支
部
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
紹
介

六
郷
支
部
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
の
紹
介

ふれあい相談所のご案内（※相談時間が変更になりました）

■相 談 日 毎週水曜日（祝祭日は休み）
■相談時間 午前９時30分～12時
■相談場所 千畑地区：みさと福祉センター
 （旧千畑福祉センター）
 六郷地区：中央ふれあい館
 （旧六郷老人福祉センター「清水苑」）
 仙南地区：美郷町公民館
 （旧仙南公民館）

℡８５-２２９４
※相談場所につきましては、相談員が各地区を持ち回りで常駐していますので、
　詳しくは美郷社協までお問い合わせください。

☆相談員が親身になって対応します。
☆関係機関への橋渡しや助言をします。
☆電話相談や匿名での相談もできます。
☆相談内容の秘密は厳守されます。
☆費用は一切かかりません。
☆法律相談の場合は、必要に応じて
　顧問弁護士を紹介します。
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

焼
け
付
く
よ
う
な
日
差
し
の
毎
日
で
す
が
、

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

七
月
二
十
四
日（
火
）か
ら
夏
休
み
に
入
り
ま

し
た
。
補
習
や
部
活
動
、
三
年
生
は
就
職
試
験

の
準
備
の
た
め
、
休
み
に
入
っ
て
か
ら
も
多
く

の
生
徒
が
登
校
し
て
い
ま
す
。
毎
朝
登
校
す
る

と
玄
関
前
の
朝
顔
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
き
れ

い
に
咲
い
た
花
の
数
を
数
え
る
の
が
楽
し
み
で

す
。

【 

福
祉
科
二
年
生
施
設
実
習
開
始 
】

　

福
祉
科
第
九
期
生
と
な
る
二
年
生
二
十
三
名

は
、
五
月
の
宣
誓
式
を
終
え
て
か
ら
、
専
門
分

野
を
専
門
的
に
学
ん
で
来
ま
し
た
。
介
護
福
祉

士
の
定
義
規
定
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
授
業
や

実
習
の
時
間
が
以
前
よ
り
大
幅
に
増
え
る
と
共

に
、
そ
の
内
容
も
大
変
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

八
月
一
日
か
ら
五
日
間
集
中
実
習
が
始
ま
り

ま
す
。
今
回
は
、
利
用
者
さ
ん
の
生
活
の
場
と

し
て
の
介
護
現
場
を
理
解
す
る
こ
と
が
目
標
で

す
。

　

二
年
生
二
十
三
名
は
、「
い
よ
い
よ
始
ま
る
」

と
い
う
緊
張
感
に
包
ま
れ
、
自
分
が
選
ん
だ
福

祉
の
仕
事
に
期
待
と
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
実
習
施
設
　
十
一
施
設

【 

最
近
の
学
校
の
様
子 

】

◇
福
祉
科
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
一
環
と
し
て
、
三
年

生
が
一
年
生
へ
介
護
技
術
の
事
例
を
や
っ
て
見

せ
ま
し
た
。

　

毎
週
水
・
木
曜
日
は
実
習
の
た
め
、
打
ち
合

わ
せ
も
練
習
も

な
か
な
か
で
き

な
か
っ
た
の
で

す
が
、
一
年
生

は
笑
顔
で
の
自

然
な
声
掛
け
や

手
際
の
良
い
動

き
に
感
心
し
て

い
ま
し
た
。
あ
ま
り
関
心
の
な
か
っ
た
人
も
福

祉
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

◇
二
年
生
は
施
設
実
習
に
向
け
て
介
護
技
術
の

勉
強
に
集
中
し

て
い
ま
す
。
夏

休
み
に
入
っ
て

か
ら
も
、
お
互

い
に
モ
デ
ル
に

な
り
な
が
ら
、

介
護
の
基
本
を

繰
り
返
し
確
認

し
な
が
ら
実
習

し
て
い
ま
す
。

◇
七
月
十
九
日（
木
）一
年
生
が
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
研
修
」
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

美
郷
町
福
祉
保
健
課
の
沢
野
さ
ん
か
ら
二
時

間
近
く
講
義
を
受
け
、
認
知
症

は
病
気
に
よ
っ
て
発
症
す
る
こ

と
が
分
か
り
、
考
え
方
や
見
方

が
変
わ
っ
た
人
が
多
く
い
ま
し

た
。「
困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け

た
ら
声
を
掛
け
て
あ
げ
た
い
」

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
も
っ
と
大
事
に
し
よ
う
と

思
っ
た
」「
優
し
い
人
に
な
り
た

い
」
な
ど
、
受
講
前
と
気
持
ち

に
変
化
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
優

し
い
気
持
ち
、
温
か
い
心
を
持

っ
た
「
六
高
生
」
が
も
っ
と
増

え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◇
福
祉
科
三
年
生
は
、
七
月

二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

集
中
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
的
な
実
習
内
容
の
た
め
、
苦
労
し
な
が
ら

も
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
三
年
生
は
、
就

職
活
動
と
「
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
」
の
二
つ

を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
家
試
験

の
申
し
込
み
も
迫
り
、
少
し
ず
つ
で
す
が
気
持

ち
が
上
向
い
て
き
て
い
ま
す
。
施
設
実
習
も
九

月
末
で
終
わ
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
ま
で
一
生
懸

命
に
や
り
遂
げ
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。

介護のお悩み、お気軽にご相談ください。
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【
施
設
実
習
に
向
け
て 

福
祉
科
二
年
生
】

（
小
松
葉
月
）

　

施
設
実
習
を
前
に
し
て
、
利
用
者
さ
ん
と
ふ

れ
合
う
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
実
際
に

介
護
の
現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
期
待

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
介
護
技
術
は
不
安
だ

ら
け
で
す
が
、
中
学
校
か
ら
の
夢
の
介
護
福
祉

士
に
な
る
た
め
、
一
生
懸
命
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
池
田
愛
梨
）

　

今
ま
で
学
校
で
学
ん
で
来
た
こ
と
を
、
施
設

実
習
で
や
れ
る
か
ど
う
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
上
手
に
取
れ
る

か
も
心
配
で
す
。
実
習
で
は
悩
ん
だ
り
苦
労
し

た
り
と
大
変
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
人
一
倍
努
力
を
し
て
そ
の
大
変
さ
を

乗
り
越
え
、
介
護
の
仕
事
に
就
く
こ
と
を
夢
見

て
何
事
に
も
挑
戦
し
て
、
次
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。                       

（
鈴
木
朝
美
）

　

い
よ
い
よ
施
設
実
習
が
始
ま
り
ま
す
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
介
護
技
術
の
面
で
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
実
習
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、

今
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
最
後
に
は
自

信
を
持
っ
て
や
れ
る
自
分
に
変
わ
っ
て
い
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
目
標
を
持
ち
、
自

分
を
伸
ば
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

シーツ交換

3 年生による実習

グループワーク修了証授与

モデルは生徒です

難しい…
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編
集
後
記

　

合
併
し
て
「
美
郷
社
協
」
に
な
っ
て

か
ら
初
め
て
の
採
用
と
な
っ
た
期
待

の
新
職
員
を
今
回
紹
介
し
ま
し
た
。
本

人
か
ら
意
気
込
み
等
を
書
い
て
も
ら
う

べ
く
原
稿
依
頼
を
し
た
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
が
締
切
日
の
前
日
だ
っ
た
の
で

ち
ょ
っ
と
困
ら
せ
て
し
ま
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
（
汗
）

　

自
分
が
新
人
だ
っ
た
頃
は
ど
ん
な
感

じ
だ
っ
た
か
な
ぁ
…
…
な
ど
と
十
数
年

前
を
思
い
起
こ
し
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

新
職
員
も
そ
う
で
な
い
職
員(

？)

も
『
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
』
で
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Ｈ
・
Ｄ

〒 019─1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙 6番地 1

社会福祉法人 美郷町社会福祉協議会	 TEL0187（85）2294（代）	 FAX0187（85）2291
	 misato-fukushi@ceres.ocn.ne.jp

美郷町介護事業所	 TEL0187（87）6128（代）	 FAX0187（87）6680
	 misato-kaigo@ceres.ocn.ne.jp

■
物
品
寄
付

佐
野 

キ
ッ
カ
ワ
宅
配
サ
ー
ビ
ス 

様

（
乳
製
品
）

本
堂
東
部　

戸
澤
修
司 

様（紙
オ
ム
ツ
）

安
城
寺
上　

森
元　

實 

様（紙
オ
ム
ツ
）

後
三
年　

高
橋
千
枝 

様

（
紙
箱
）

匿
名 

様

（
郵
便
ハ
ガ
キ
）

■
一
般
寄
付

扇
龍
会 

様

さ
な
ぶ
り
実
行
委
員
会 

様

コ
ス
モ
ス
の
会 

様

よ
ね
や
株
式
会
社 

様

さ
わ
ら
び
会 

様

■
香
典
返
し

大
畑 

髙
橋　

英
夫 

様

横
浜
市 

本
間　
　

孰 

様

大
畑 

深
澤　
　

豪 

様

土
崎
北
部 

加
藤　

隆
造 

様

御
前 

渋
谷　
　

大 

様

土
崎
北
部 

佐
々
木
和
佐 

様

一
丈
木 

吉
水　

敏
彦 

様

荒
町 

佐
藤　
　

隆 

様

佐
野 

佐
藤　

芳
雄 

様

※
こ
の
ほ
か
、
匿
名
で
の
ご
寄
付
も

　

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
平
成
24
年
６
月
１
日
～

７
月
31
日
受
付
分
）

※
受
付
順

　

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
香
典
返
し
等
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
い
た
場
合
、
忌
明
け
・
快
気

祝
い
ハ
ガ
キ
の
作
成
を
無
料
で
承

り
ま
す
。

　

文
面
や
枚
数
に
つ
い
て
ご
希
望

に
応
じ
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は

お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　

以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善
意

の
金
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意

に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
採
用
さ
れ
、
３
ヵ
月

に
な
り
ま
す
。
以
前
は
民
間
の
事
業

所
に
勤
務
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
業
務
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

現
在
は
地
域
福
祉
班
で
配
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
や
介
護
用
品
支
給
事
業
な

ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
経
験
不
足
で
反
省
の
毎
日
で
す
。

　

皆
さ
ま
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ

う
、
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
社
協
で
は
、
町
か
ら
の
委
託
を
受

け
『
高
齢
者
実
態
把
握
調
査
』
を
随

時
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
支
援
を
適
切

に
行
っ
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
、
介

護
予
防
事
業
の
た
め
の
調
査
で
す
。

　
調
査
員（
社
協
職
員
）が
伺
っ
た
際

は
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
身
体
状
況
や
家
族
構
成
な
ど
の
簡
単

な
聞
き
取
り
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
程
度
で
、
特
に
難
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）な
お
、
調
査
で
得
た
個

人
情
報
は
厳
重
に
管
理
し
、
目
的
以

外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
実
態
把
握

調
査
の
お
願
い

小西合名会社 湯川呉服店

北都銀行

駐車場

駐車場まめだ屋

湧太郎

昨年の夏祭り（ドン菓子販売）の様子

新
職
員
紹
介

地域福祉班
主事　播摩　俊

まめだ屋夏祭りのお知らせ
毎年恒例のまめだ屋夏祭りを今年も町内祭典にあわせて行います。

日　時：平成２４年８月２２日（水）　午後３時３０分から

場　所：清水の里ふれあいいきいきサロン「まめだ屋」

昔なつかしの射的やヒモ引き当て、ドン菓子など
を準備してお待ちしています。家族やお友だちを
誘って気軽に遊びに来てくださいネ！


